
モーニングセミナーの様子 ７月２１日 

斎藤良幹事のリードにより万人幸福の栞輪読 

 

遠藤会長に代わり、瀬戸孝子専任幹事の挨拶 今日も笑顔です。 

 



本日の講師 法人スーパーバイザー 福島県倫理法人会相談役 丸山弘さん。 

 

現代は、Change（変化）の時代です。だからこそ、Chance(機会)なのです。 

Change を Chance にするには、Challenge(挑戦)が必要です。 

 



倫理(みち)とは、実行(チャレンジ)により直ちに正しさという名の見返りが証

明される生活の法則(すじみち)なのです。 

 

大学卒業後、オートデンソーマルヤマ入社。対立・合一・創造の繰り返しでした。 

 



「職場の教養」に掲載されるほど、会社が好調な時もありました。 

しかし、順境は人を惑わすものです。 

 

「夏の軽装で冬山登山する」ように世の中を甘く見る、指宿（イブスキ）と「読

めるのに漢字で書けない」などの愚かさを、私たちは持ち合わせています。 

 



「黒い羊（悪い社員）」追い出すのではなく、どのような方向に導くのかという

のが、羊飼い（社長）の仕事なのです。 

 
苦難から私は、二つの大事なことを学びました。 

①「人のふり見て我がふりを直す」②「約束(決めごと)を守る」ことです。 

 



順境は人を惑わし、逆境は人を育むのです。続いてこそ倫理(みち)なのです。 

成功するまで、続けることです。 

 

講話終了後の記念撮影。「続いてこそ、倫理です!!」 

 


